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1巻頭言

  



近畿脊髄外科研究会設立30周年を迎えて

西村　周郎

大阪市立大学名誉教授

近畿脊髄外科研究会の第1回学術集会が開催されたのは昭和55年（1980年）3月であるから、
今年本研究会は設立30周年を迎えたことになる。年をおう毎に会は盛んになって来た。研究
会の設立に関わった者の一人として、大変嬉しく思う。
我が国では、脳神経外科学の臨床が本格的に行なわれるようになったのは、昭和20年

（1945年）8月に大平洋戦争が終了し、その後暫くしてからの事である。そして昭和40年
（1965年）医療法が改正され、脳神経外科が標榜科として認められた頃より、相次いで多くの
施設で脳神経外科が開設された。欧米諸国では脳神経外科発足のはじめより、脊髄外科も脳
神経外科の中で行なわれていた。これに反し我が国では、この領域については古くから主に
整形外科で行なわれて来た。そして、脳神経外科がひろく行なわれるようになってからでも、
脳神経外科の中で脊髄外科が行なわれていた施設は多くはなかった。
私どもの教室では、昭和47年（1972年）に6年間の米国でのトレーニングを終えた故白馬

明君が帰国した頃より、脊髄外科が本格的に行なわれるようになった。彼は脊髄外科に少な
からぬ興味を持っており、独自に考案した新しい術式、前方側方合併到達法（combined
anterior and lateral approach）を頚椎症の症例に行ない、良好な成績を挙げるなど脊髄外科の
領域でも大いに活躍した。そして、諸外国と同様に我が国でも脳神経外科の中で脊髄外科が
行なわれなければならぬ、と言う考えを持っていた。昭和54年（1979年）の秋の頃、当時助
教授であった白馬君から脊髄外科に関する地方会設立について強い進言があった。私もその
必要性を充分に認識していたので、早速話を進めたところ、その年の11月に近畿地方の大学
の脳神経外科の教授が集まり、研究会設立についての準備会が開催される運びとなった。
種々の討議の結果、会を発足させることとなり、翌年の昭和55年3月に初回の学術集会を開
催することが決まった。この準備会に出席したのは、下記の12名であった。

滋賀医科大学　半田　譲二・京都大学　半田　　肇・京都府立医科大学　平川　公義
大阪医科大学　太田　富雄・大阪大学　最上平太郎・関西医科大学　　　松村　　浩
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近畿大学　　　井奥　匡彦・神戸大学　　　松本　　悟・和歌山医科大学　駒井　則彦
奈良医科大学　内海庄三郎・兵庫医科大学　谷　　栄一・大阪市立大学　　西村　周郎

第1回の学術集会は昭和55年3月に、大阪市立大学脳神経外科学教室の主宰のもとに、記念
講演会の形で開催された。演題と演者は下記の如くである。

1．脊髄動静脈奇形の治療

国立循環器病センター　脳神経外科　菊池晴彦

唐沢　淳

2．脊髄腫瘍の臨床像

北海道大学　脳神経外科　伊藤輝史

3．頭蓋脊椎移行部奇形の臨床

福岡大学　脳神経外科　朝長正道

4．頚椎・頚髄の外科

埼玉医科大学　脳神経外科　長島親男

5．Indications  for  and  Contraindications  to  Surgery  in  Spinal Cord Injuries.

Michigan 大学　脳神経外科 Richard C Schneider

脊髄外科の、それぞれの領域のエキスパートの先生方にお話頂いた。日本神経外傷学会の、
特別講演の演者として来日中であった Schneider 教授のお話を聴くことが出来たのは幸いで
あった。講演、討議については本誌の別の箇所に掲載されているが、大変立派な内容の講演
であり、会員一同に裨益するところ大なるものがあったと思う。また、多くの熱のこもった
討議がなされ、極めて有益であった。盛会裡に会を終えることが出来たが、本研究会の発足
を記念するに相応しい稔り多い立派な講演会であったと思う。お話頂いた5名の先生方に、改
めて感謝申し上げる次第である。
その後毎年春秋の2回学術集会が開催され、この度設立30周年を迎えることとなった。近

畿地方では国内の他の地域にくらべて、早くより広く脊髄外科が行なわれるようになり、そ
の水準は年々向上している。本研究会が近畿地方ひいては我が国の脊髄外科の発展に関して、
計りしれない大きな役割を果たして来たのは言を俟たぬところである。それにつけても、白
馬君の進言がなかったなら会の発足は遅れていたであろうと思われ、彼の先見の明に改めて
敬意を表したい。頚椎の病変に起因する頭痛のある例や、脊椎の疾患で運動障害を来たす症
例は多い。中には的確な治療を受けていないものや、寝たきりになっている例も少なくない
と思われる。我々がこの領域でやらねばならぬことは極めて多い。脳外科医の一層の活躍を
期待するとともに、近畿脊髄外科研究会のさらなる発展を祈ってやまない。



近畿脊髄外科研究会30周年を祝して　－継続は力なり－

長島　親男

埼玉医科大学　名誉教授

米国脳神経外科学会（AANS）・脊髄－末梢神経障害分科会、国際会員

長島クリニック　理事長

近畿脊髄外科研究会が発足後、今年で30周年を迎えられるとのこと、心よりお祝い申し上
げます。さらに事務局から、発足の経緯や研究会での思い出など、何か書くようにとの依頼
を受け、大変光栄に存じお引き受けした次第です。
本研究会・創設者の西村周郎先生と私との初めての出会いは、定かではありませんが1960

年頃だと思います。当時、私は東大・清水健太郎教授の門下生として乳幼児・小児の脳外科
手術に対する metabolic balance study を実施しており、その成績から成人のとは異なる代謝
反応（水分・電解質・内分泌の動き）の存在を知り、2，3論文も書きましたが1），2）、教授より
大阪での小児外科に関する学会で発表せよとのことで、学会会場で西村先生に初めてお会い
したと記憶しております。先生は小児脳神経外科の世界的パイオニアとして高名なイングラ
ハム教授、マトソン教授の創設された米国ハーバード大学・ボストン小児病院での留学を終
えて帰国されたと伺っていたので、彼の地の乳幼児・小児の脳・脊髄外科の実際をいろいろ
お教えいただき、私も是非米国に留学致したいものと、その後も文通でいろいろ御教示いた
だきました。先生は、実に丁寧に細かい点に至るまで手紙で教えていただき、先生の真摯な
お人柄、卓越した発想に尊敬の念をいだいておりました。
そんなある日（昭和55年）、先生から直接のお電話で「Richard Schneider 教授の訪日を記

念して研究会を大阪でやるので何か喋らないか」とのお誘いがあり、喜んでお引き受けしま
した。これが第1回の研究会となり、昭和55年（1980年）3月8日に大阪東急ホテルで行われ、
表1のように5つの演題が発表されました。ミシガン大学のSchneider 教授の口演は、浜松医
科大学の植村教授によって通訳され、逆に我々の質問は植村教授によってSchneider 教授に伝
えられ、各演題について実に多くの質問や論議が展開され、会場は熱気に包まれ時間の経つ
のも忘れる程でした。この自由闊達な雰囲気は、この研究会の最も優れた一面であり、これ
が多くの向学心に燃える若者を育て上げる大きな原動力だと思いました。その討論の全文は
文献（3）にあり、今読み直しても、その道の錚々たる演者に、臆することなく堂々と質問や
反論をぶつけ discuss する向学の学徒、それに答えて論じ合う演者、彼等の熱意が伝わってき
ます。Schneider 教授の質問も見られます3）。
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それにしても昭和55年（1980年）は、まだ全国規模の日本脊髄外科研究会が発足する6年も
前である。近畿地方の脳神経外科医を中心とした Local の脊髄外科研究会を立ち上げ、しかも
米国脳神経外科学会で脊髄領域の opinion leader として活躍中のRichard Schneider 先生を御招
きになり、国際交流の先端を開かれた本会の創始者、西村周郎先生の時機を逃さない、優れた
見識と実行力に敬意を表すると同時に、西村教授門下の白馬 明先生をはじめ多くの門下生の
御協力に敬意と謝意を、改めて表する次第です。演題発表後、すぐに手を挙げ厳しい反論をと
ことん突きこんでくる白馬明先生は反論者の中でも的を得たもので群を抜いていました。
私は、西村先生がどのようにして本研究会を立ち上げたのかを知りたくて文献を調べまし

た。『わが国の脳神経外科における脊椎・脊髄外科の歴史』の著者、金沢医科大学名誉教授の
角家曉先生は4）、

－この時期の1980年に2つの研究会が発足する。まず大阪市大の西村周郎が、脊髄外科に
従事する神経外科医の相互の連絡と知識の交流、脊髄外科に関する教育・訓練の充実を目的
として、近畿地方の12大学と国立循環器病センターなど主要病院の脳神経外科教授、脳神経
外科部長など30名を幹事として「近畿脊髄外科研究会」を創立、第1回会合を1980年3月5日
に開催した。日本の脳神経外科における最初の脊椎・脊髄関連の研究会である。－

と述べている。
私は、第31回の本研究会（平成7年4月8日）の際、会長 小原 進先生の御依頼で「バレー

リュー症候群」の特別講演を行いました5）。その時の一般演題は30題（午前10時より午後5時
10分）であり（第1回の一般演題は5題でした）、内容も頭頚移行部より腰仙部までを含んで
おり、丸一日を使って充分な論議を尽し、大変充実した立派な研究会に成長したと感じまし
た。まさに“継続は力なり”であります。
最後に、本研究会のさらなる発展を期待しつつ筆をおきます。

2009年8月6日
＜引用文献＞
1．長島親男．乳幼児の脳外科手術に対する代謝反応．神経研究の進歩 6：349-364，1962
2．長島親男．乳幼児の脳神経外科．綜合医学 19：811-819，1962
3．第1回近畿脊髄外科研究会抄録．大阪市医学会雑誌 30：427-441，1980
4．角家　曉．わが国の脳神経外科における脊椎・脊髄外科の歴史．脊髄外科13：1-14，1999
5．第31回近畿脊髄外科研究会抄録．大阪市医学会雑誌 44：53-65，1995
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近畿脊髄外科研究会発足30周年にあたり思うこと

近藤　明悳

城山病院　脳神経外科

近畿脊髄外科研究会の発足30周年を迎えられ、誠にご同慶の至りです。
これは単に30年という年数の意味ではなく、このような研究会の発足は我国の脳神経外科

学会にとって正に嚆矢であったこと、この会がその後我国の脳神経外科の中での脊髄・脊椎
外科分野において常に先進的、指導的な活躍を続けて来たこと、また名称は（近畿）であり
ながら近畿地域以外の多数の先生方のご参加があったことなどの点でも非常に大きい意味が
あります。
我国の初期の脳神経外科の領域で、脊髄外科は殆どといって良いほど行われていませんで

した。しかしその後時代の推移とともに、また都留 美都雄先生をはじめ外国で技術を習得さ
れた先生方が帰国後脊髄外科を我国でも実施されたことなどが刺激となり、次第に発展して
きたものと考えます。
余談ですが、韓国で脊髄外科が我国より先んじて発展したのは、朝鮮戦争により外傷患者

が急激に増加したこと、さらに米軍の医師より脊髄外科手術の技術をいち早く習得されたた
めと云われております。
小生の記憶に間違いなければ、近畿脊髄外科が発足した頃より少し遅れて、全国的な脊髄

外科の研究会を発足させようとの機運がもち上がり、当時小生が福井日赤に勤務しておりま
した関係（小山　素麿、花北　順哉先生）で、福井の芦原温泉で諸先生方にお集まり頂き検
討を始めました。当時お集まり頂いた先生方は、半田肇、西村周郎、矢田賢三、長島親男、
阿部 弘、角家 暁、白馬 明、小山 素麿先生方と記憶しております。その結果1986年に矢田
賢三会長のもと第1回日本脊髄外科研究会が行われています。ちなみに事務局は大阪市大脳神
経外科（西村 周郎教授）に置かれ、世話人には矢田 賢三、長島 親男、松本 悟、朝長 正道、
阿部 弘、木下 和夫、角家 暁、白馬 明、坂本 敬三、中川 洋、橘 滋国、小山 素麿、山田 博是
先生方という初期の我国の脊髄外科発展の牽引車となられた先生方の名前が見られます。
近畿脊髄外科研究会、日本脊髄外科研究会の発展とともに我国の脳神経外科医の脊髄外科

に対する意識も変わり始め、脳神経外科学会総会での発表演題数も次第に、しかも幾何級数
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的に増加してきています。小生が第12回日本脊髄外科研究会をお世話させて頂いた当時、全
国の脳神経外科施設の総手術数のうち、脊髄外科手術数は約9％くらいでしたが、第16回の
山本勇夫会長時には約2倍弱に増加していたと記憶しております
脊髄外科は機能外科ですから、その手術結果は良かれ悪しかれ術後明確に表れます。良い

結果はたちまちに患者さんに福音をもたらします。術前の正確な神経・画像診断、確かなマ
イクロサージカルの手術手技、術後のケアーさえ確実であれば必ず良い結果が得られます。
このような点が若い脳神経外科医の共感を呼び、脊髄外科医を希望する先生が増加してきて
いるのかもしれません。
近畿脊髄外科研究会では、整形外科の脊椎専門医による特別講演などを除くと、変わった

症例の報告、困難だった手術症例の報告などが主たるものです。若い先生方はこの中から学
ばれることが多くあります。しかし他の学会の例にもれず、最近は先輩の先生からの叱咤激
励が減ってきているように感じますが、これはこのような勉強をする研究会にとって大変残
念なことです。それにつけても、近畿脊髄外科研究会の初期からの有力メンバーであった白
馬先生の研究会に対する熱い情熱、研究会での会員への叱咤激励が大変に懐かしく感じられ
ます。
今後、会員の諸先生の熱意でこの伝統ある近畿脊髄外科研究会を一層発展させられんこと

を希います。
平成21年7月



近畿脊髄外科研究会発足30周年によせて　－脊椎・脊髄外科の歴史－

小山　素麿

脊髄疾患臨床研究所

脊椎・脊髄の損傷の記録は古く、紀元前2500年のpapyrusにすでに記載されているようで
すが、詳細は不明です。
中世は西洋でも治療は保存的療法が主体で、Sonntag VKH1）によれば、1762年のLouis’s

operation が最初の外科的療法で、腰部を損傷し対麻痺となった将校から鉄片を摘出し、完治
させたと記載しています。
X線単純撮影の発明が1891年で、空気を使用した脊髄撮影が1920年前後ですので、その診

断法は想像も付きません。油性造影剤の導入が1942年で、種々の水溶性造影剤の使用が始ま
ったのは1970年代であります。
皆様がご存じのLaségue signが発表されたのは1864年で、彼は神経根炎の兆候と考えていた
ようです。椎間板ヘルニアを明らかにしたのはMixterとBarrで1934年のことでした。以来、
腰椎椎間板ヘルニアが脳神経外科医の“ドル箱的”手術となっています。しかし、油性造影
剤もない時代ですので、神経学的検査でレベルを決定していたと想像されます。頸椎椎間板
ヘルニアで有名なのはClowardと思います。これについて1988年、私が拙著「脊髄、末梢神
経の外科」を出版した際、“監修のことば”の中に故半田 肇先生は1961年、「私がDr. R.B
Clowardを訪問したとき、日本から数多くの医師が私のクリニックを訪れるが、ほとんどは整
形外科医で、脳神経外科医はあなたが最初である。日本では、私は整形外科医と思われてい
るらしい」と書いて下さった。
1952～1957年まで米国に留学された故都留美都雄先生は北大に帰学されて「Neurosurgery

は神経外科と訳すべきで、脳、脊髄、末梢神経を同じ比重で扱わなければいけない」と言わ
れ、1965年の脳神経外科教室の開設時には頸椎症、脊髄損傷、脊髄腫瘍などの脊椎・脊髄疾
患が脳疾患の患者とほぼ同数入院していたと阿部弘先生が書いておられます2）。
このような時代に、1977年頃に近藤明悳先生が数名の脊椎、脊髄を実践しておられる脳神

経外科の先生方を福井県内の温泉に招待され、脳神経外科医がどうすれば脊髄、脊椎に興味
を持ち、患者も理解してくれるかを検討されました。その結果、まずは近畿で研究会をとい
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うことになり、1979年には近畿脊髄外科研究会が発足し、初代会長は西村周郎先生が勤めら
れました。その後、会員は近畿にとどまらず、中部、北陸、中・四国に拡大してゆき、研究
会は年2回開催され、今年で発足30周年とは真に喜ばしいことであります。
さらに、1986年、日本脊髄外科研究会が設立され、矢田賢三教授が初代会長を務められま

した。1998年に日本脊髄外科学会と改称され、出席者数は400～500名程度でありました。近
年、脊椎、脊髄を手術する施設は次第に増加してきていますが、イタリアを除く欧米の域に
は達していません。その原因は1965年の診療科開設にあたっての法律案の提案理由の中にも
「脳、脊髄及び末梢神経の外科」であると明示されていたが、採用された科の名称は脳神経外
科であり、これが略されて脳外科となったことが世間に誤解を生じた悪の根源であると花北
順哉先生は書いておられます3）。本来、欧米では脳神経外科医が主体となり、加療すべき疾患
が我が国では“整形外科医の領域”になったかについては日本の整形外科医の歴史と歩みを
勉強しなければなりません。脊椎・脊髄外科は整形外科でも“特化”した分野ですが、分離
独立したのは1906年で、脳神経外科とははるかに長い歴史があります。戦争によるせき損や
脊椎カリエスに尽力したのも彼らなのです。
大畑健治先生4）の著書にみられるように脳神経外科医が“専門性特化”することは弊害も

あり、私が市中病院にいながら脊髄、ことに脊髄腫瘍に“特化”できたことは“さきがけ”
として、多くの大学や大病院が時代的に脊髄・脊椎に興味を持たれ、多くの医師を派遣して
下さったお蔭であると感謝しています。
脊髄腫瘍の最初の摘出成功者はHorsley V で、1887年のことであることはよくご存じのこ

とと思われますが、1911年には福岡醫科大学（現九州大学）の三宅 速教授が日本での脊髄腫
瘍摘出に成功されていることは余り知られていないと思われます。先生は外科の教授でおら
れたのです。
私の場合は脊髄腫瘍に興味を持ち“特化”することにより全国あちこちで講演をさせてい

ただき、集客力を得たわけです。脊髄腫瘍は人口10万に1～3人の稀な疾患ですが、脊髄腫瘍
1人につき20倍以上の変性疾患の患者さんが受診してくれました。そのため地方都市の小市
民病院でありながら、多くの若い脊髄・脊椎疾患を学ぶ意欲のある先生が集まってくれまし
た。彼らのお蔭で、脳神経外科としての体裁を保ちながら、私は“特化”していられたこと
に感謝しなければなりません。

文　献

1）Sonntag VKH: History of Spinal Disorders. In Principles of Spinal Surgery.（Menezes AH,Sonntag VKH eds）
p.3-23, McGrow-Hill, New York, 1996

2）阿部弘：「都留賞」についてhttp://square.umin.ac.jp/tsurusyou/about.html
3）花北順哉：「脳神経外科に医」にあらずして、「神経外科医」。脊椎脊髄 12: 813-814, 1999
4）大畑健治：外科医の専門性特化について。脊椎脊髄　22：725-726, 2009
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近畿脊髄外科研究会発足30周年を祝し私の思い出と若い世代への期待

中川　　洋

愛知医科大学名誉教授

NPO法人Spine Care理事長

Global Spine代表取締役

近畿脊髄外科研究会発足30周年、誠におめでとうございます。地域における脊髄外科研究
会の最古のものであり日本の脳神経外科領域での脊髄外科の発展に多大の貢献をしたことに
心から敬意を表したいと思います。

私は1965年に北大医学部を卒業後、1年間米陸軍座間病院でインターン研修し、その後2年
間北大の都留美都雄教授の下で脳神経外科の研修をしました。
1968年に米国留学し、ボストン市のTufts大学にて2年間半一般外科と神経外科のレジデン

トをした後、ニューヨーク市Mount Sinai Medical CenterのMalis教授の下でレジデントを継
続し1973年にチーフレジデントを終了しました。
その間数年間1年上のレジデントであった白馬明先生と共に仕事をする機会があり、彼の

super surgeonぶりや手術手技に対する燃えるような情熱を目の前に経験しました。彼は1972
年に帰国しましたが、私はたまたまNew York Medical Licenseを取得したので、Mount Sinai
Medical CenterにてAttending staffとして残り、Huang教授の下で神経放射線の仕事やCTの
臨床応用の仕事に関与していましたが、1980年に帰国し愛知医科大学に赴任しました。

丁度そのころ大阪市立大学の白馬先生が中心になり近畿脊髄外科研究会が設立され、私に
もお誘いがあり参加することになったわけです。そのころ研究会では白馬先生と小山先生の
激しい討論がよくあり今でも鮮明に記憶しています。
この研究会をお手本として、中部地方の教授連中を説得して当時三重大学の小島精先生と

協力して中部脊髄外科ワークショップの設立となったわけです。そして海外から多くのSpinal
Neurosurgeonを招待して講演してもらい脊髄外科のレベルアップに努めました。このような
皆さんの努力が実って、近畿と中部地域から多くの脊髄外科専門医が育ち脊髄外科が発展し、
日本脊髄外科学会の現在の発展につながったのです。

10 近畿脊髄外科研究会30周年記念誌
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私は3年前に愛知医科大学教授を退職しま
したが、現在は全国数箇所の病院やクリニッ
クで、脊髄外科のsenior consultantとして外
来診療と手術のお手伝いをしつつ若い外科医
の教育に携わっています。比較的年配の我々
でもMicrosurgeryを駆使することにより
Spinal Neurosurgeonとして十分に仕事をする
ことが可能と思います。

私は12年間の米国留学中、北米の神経外科
の主要な学会であるAANSとCNSで勉強し
色々とお世話になった経過から、帰国後も頻
繁に参加してきました。特に過去15年間はほとんど毎年のようにAANSとCNSのPractical
Clinic and CourseやBreakfast and Luncheon SeminarsにPanelistとして招待され、Spine関連
のSessionで講演して来ました。これらの学会ではSpineはmajorであり、Practical Clinicなど
では40－50％、Breakfast Seminarなどでは30－40％を占めています。
また海外の大学に年に数回Visiting Professorとして招待され、Grand Roundsで講演をして
Case Conferenceで若いレジデントやフェローと意見の交換をすると共にエネルギーをもらっ
ています。このように海外のSpinal Neurosurgeonと意見の交換をして友情と信頼感の交流を
続けることによりSpine関係のtextbookのchapterへの執筆を依頼されることになるわけです。

最近AANSやCNSに参加していて気づいたことで一つ残念なことは、韓国や中国からの参
加者が多いのに比較して日本からの若い先生方の参加が少ないことです。どの分野でも同じ
ですが、特に日進月歩のSpinal Neurosurgeryでは国際学会に頻繁に出席してglobal senseをも
って仕事をすることが非常に大事であり、そうすることによりそれぞれの先生方の将来を切
り開くことが可能と考えています。
今後若い先生方の益々の発展を期待しています。

図　1980年代　日本の脳神経外科学会にて

Malis教授と愛弟子である白馬明先生と私。



“近畿脊髄外科研究会への思い”

原　　充弘

大阪市立大学理事・病院長

近畿脊髄外科研究会発足早や30年、おめでとう御座います。
このおめでたい30周年記念にメッセージを書く機会を与えていただきました事、近畿脊髄外
科研究会　事務局代表　大畑　建治教授はじめ会員の方々にお礼申し上げます。
この第一回研究会は昭和55年3月8日、大阪東急ホテルで大阪市立大学教授　西村　周郎先

生が世話人代表として開催されました。プログラムも菊池　晴彦先生、伊藤　輝史先生、朝
長　正道先生、長島　親男先生、Richard C. Schneider先生と当代一流の方々が講演をされて
おり、その後第二回は大阪大学　最上　平太郎教授、三回目が京都大学　半田　肇教授と年
二回のペースで確実に開催されてきています。この研究会が長年継続しているのは、開催内
容の充実もさることながら、何にもまして会員皆様のご協力・ご尽力と、向学心に燃えた結
果の賜物ではないかと存じます。小生も第四十九回近畿脊髄外科研究会の折には会長を勤め
させて頂きました。その折には38題の一般演題と、特別講演として都立神経病院　脳神経外
科部長高橋　宏（現　病院長）先生に“頸椎疾患の外科治療”と題して講演いただきました。
そしてこの度、第六十回の節目の開催は会長　奈良県立医科大学教授　中瀬　裕之先生の下
で開催されます。

この研究会は関西の脳神経外科医、整形外科医の方々が一同に会して本音で、真剣に、最
後まで論議される素晴らしい会です。少しお年を召した名のある脳神経外科医や、中堅の第
一線で活躍されている脳神経外科医又整形外科医の方々が、躊躇なく各演題にコメントや反
対意見、違った手術アプローチを述べられる。このことが関西の若手脳外科医を育てる推進
役を担っておられると以前から思っていました。素晴らしい教育のあり方です。一般論です
が、東京で長年脳神経外科を学んでいた者としては、このような議論・激論？はあまり関東
では経験せず、従ってはじめて本研究会に参加した時は会の運営・進行が大変新鮮に思いま
した。このことがベースにあって、神経学とそれに伴う手術は関西の方が上手な人が多いと、
この研究会に参加するたびに思います。特に脊髄手術に関しては。
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次世代を担う若手脳神経外科医を育てるには、この会は必須の研究会だと信じております。
従ってこの研究会が益々盛んになり、発展することを祈願しています。



近畿脊髄外科研究会発足30周年を祝して

花北　順哉

藤枝平成記念病院脊髄脊椎疾患治療センター

近畿脊髄外科研究会がこの度、発足30周年を迎えられました。わが国の脊髄・脊椎外科領
域の発展にこの研究会が果たしてこられた役割は大きなものがあり、若い頃からこの会で育
てて頂いた者の一人として嬉しく思います。この紙面を拝借してこの研究会の功績を記すと
ともに、常日頃感じております幾つかの事柄に付き書かせて頂きます。
わが国には脳神経外科医が中心になって運営している脊髄外科関連の研究会や学会が数多

く設立されていますが、この近畿脊髄外科研究会が最も古く、1980年の創設となっています。
現在の日本脊髄外科学会は1986年の創設です。平成15年度に日本脊髄外科学会のもとで創設
されました脊髄外科認定医・脊髄外科指導医の全国分布を見ましても、近畿・中部地区にこ
れらの医師が最も高密度に分布している理由は、まさにこの近畿脊髄外科研究会により鍛え
られ、薫陶を受けた脳神経外科医がこの地区で多数活躍しているためと考えられます。
私自身のこの研究会での発表は1984年の第10回が最初でしたが、それから15年間は本当に

熱心に参加させて頂きました。日頃から、この研究会で発表する題材は何かないかと考えな
がら毎日の臨床に明け暮れていたものでした。研究会では大阪市大の白馬　明先生や大津市
民病院の小山素麿先生、愛知医科大学の中川　洋先生と激しく「ああでもない、こうでもな
い」と議論したことが、つい昨日のように懐かしく思い出されます。ここ10年ほどは会に参
加することが無くなってしまいましたが、現在も激しい議論が戦わされているのではないか
と思っています。
岩手医科大学の小川先生が開催された盛岡での日本脳神経外科学会総会の折に作成された

資料をもとに、2001年度と2007年度におけるわが国脳神経外科の各分野における手術件数の
伸び率を計算してみましたところ、脳血障害は1.5%、脳腫瘍は15.9%でしたが、脊髄分野は
56.6%と非常な伸びを示しており、血管内治療の77.5%に続く第二の成長分野でした。ただ以
前から指摘されているようにわが国の脳神経外科の手術総数における脊髄・脊椎手術の比率
は未だ8.6%に過ぎず、この比率が欧米では70-80%を占める現状からすれば、まだまだこの分
野へのマンパワーの注入が必要であると思います。
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近畿地区では京都大学・大阪大学などの整形外科学教室が以前より脊椎外科を重要な柱と
しており、優秀な脊椎外科医が多数誕生していますが、近畿脊髄外科研究会で学び、鍛えら
れた若い脳神経外科医が、彼ら脊椎外科医と切磋琢磨し、わが国の脊髄・脊椎外科の分野に
おいて臨床面・学術面で学会をリードするような人材に育ってくれることを心から祈ってい
ます。
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